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まにわまにわ市   章 このままだと日本 
の農山村から高校
が消える。地域がど
うあるべきか一緒に  
　　　考えよう

　

今
年
か
ら
教
育
委
員
会
に
教

育
魅
力
化
推
進
担
当
課
長
を
配

置
し
ま
し
た
。
６
月
補
正
予
算
で

市
内
高
校
広
報
支
援
及
び
勝
山

高
校
教
科
学
習
支
援
強
化
の
た

め
３
，
９
４
１
千
円
を
計
上
、
可

決
し
ま
し
た
。

　
庁
舎
内
に
人
口
減
少
対
策
本
部

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。こ
れ
は
、人
口

戦
略
会
議
が
消
滅
可
能
性
自
治
体

と
し
た
こ
と
を
受
け
た
も
の
で
す
。

県
内
25
市
町
村
の
首
長
が
、真

庭
市
長
の
呼
び
か
け
で
県
立
高
校

の
在
り
方
を
考
え
る
会
を
発
足

し
ま
し
た
。
今
後
は
県
議
会
な
ど

と
の
意
見
交
換
も
検
討
し
ま
す
。

教
育
魅
力
化
推
進

教
育
魅
力
化
推
進

担
当
課
長
を
配
置

担
当
課
長
を
配
置

人
口
減
少
対
策
本

人
口
減
少
対
策
本

部
を
設
置

部
を
設
置

県
立
高
校
の
在
り
方

を
考
え
る
会
を
発
足

4141
真庭の中学生が市内の高校
へ進学する率が41.6％です

（岡山県教育委員会発表）
今後アクションプランの
策定を進める

真庭高校が再編対象校に

直ちに
募集停止に
なる訳では
ない

真庭高校

勝山高校蒜山校地

勝山高校

（令和４～６年度）
3か年の1年生の人数　　

真庭高校  84→ 84→ 74
勝山高校 109→114→107

勝山高校蒜山校地  29→ 30→ 18

真庭市議会広報まにわ_第77号【20240717】.indd   1真庭市議会広報まにわ_第77号【20240717】.indd   1 2024/07/17   10:51:102024/07/17   10:51:10



2

令和６年６月第２回真庭市議会

令和6年度6月補正予算

６ ６月19日  　会期6月３日～

一般会計
特別会計

公営企業会計

６億８,５９６万円

　 　　　　　　　　

　 　　　　　　　　

３５３億 　３９６万円

１２４億９,０６３万円

７８億１,９５９万円

１.０％増

　　　　　

　　　　　

６月補正額 対前年比補正後予算額

　
物
価
高
に
よ
り
厳
し
い
状
況
に
あ
る
市
民
の
負
担
を
緩
和
す
る
た
め
の
定
額
減

税
、
低
所
得
者
等
への
給
付
金
、
公
共
施
設
の
除
却
事
業
等
を
増
額
し
て
い
ま
す
。

▼
総
務
費
で
は
、
定
額
減
税
し
き
れ
な
い
と
見
込
ま
れ
る
市
民
へ
の
給
付
金
と
し

て
定
額
減
税
補
足
給
付
金
事
業
に
４
億
７
８
７
万
１
千
円
を
計
上
、
集
落
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
圏
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
ス
ト
ア
に
よ
る
課
題
解
決
を
目
指
す
地
域
づ
く
り
推

進
事
業
に
２
，９
０
６
万
円
を
計
上
。
▼
民
生
費
で
は
、
物
価
高
に
よ
り
厳
し
い
状

況
に
な
る
低
所
得
者
世
帯
を
支
援
す
る
低
所
得
世
帯
物
価
高
騰
緊
急
支
援
給
付

金
事
業
１
億
３
，
８
１
０
万
円
を
計
上
。
▼
衛
生
費
で
は
、
が
ん
患
者
を
対
象
に

ウ
ィッ
グ
等
の
購
入
を
補
助
す
る
各
種
が
ん
検
診
事
業
45
万
円
を
計
上
。
▼
教
育

費
で
は
、
北
町
公
園
内
の
久
世
体
育
館
等
の
除
却
設
計
を
行
う
ス
ポ
ー
ツ
施
設
改

修
等
事
業
に
１
，
６
１
３
万
７
千
円
を
計
上
、
市
内
高
等
学
校
の
支
援
を
強
化
す

る
教
育
魅
力
化
推
進
事
業
に
３
９
４
万
１
千
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
　
主
な
歳
出

定
額
減
税
、低
所
得
者
等
へ
の
給
付

　
　
６
億
８
，５
９
３
万
円
増
額※表はいずれも千円を四捨五入しているため、合計に差異が生じている箇所があります

単位：万円令和６年度６月補正予算会計別集計表

　
68,596

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

68,596

　
3,530,396

492,868

93,943

638,272

5,447

4,212

2,835

764

10,722

1,249,063

224,706

375,498

181,755

781,959

5,561,418

一　般　会　計
国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険特別会計
介護保険特別会計
（介護サービス事業勘定）
浄化槽事業特別会計
津黒高原観光事業特別会計
クリエイト菅谷事業特別会計
温泉事業特別会計

特別会計合計
水道事業会計
下水道事業会計
国民健康保険湯原温泉病院
事業会計

公営企業会計合計

合　　　　　計

会　計　名 ６月
補正額

６月補正後
予算額
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美
甘
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー︵
美
甘
公
民
館
︶は
、

生
涯
学
習
施
設
と
し
て

住
民
が
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

の
形
成
に
参
加
し
、
生
活

文
化
の
向
上
及
び
社
会

福
祉
・
社
会
教
育
の
増
進

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
建
設
し
た
施
設
。

同
様
の
機
能
を
備
え
た

美
甘
振
興
局
庁
舎
を
利

用
す
る
団
体
が
増
え
た
こ

と
や
、
老
朽
化
に
よ
り
安

全
で
快
適
な
利
用
が
難

し
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、機

能
移
転
、用
途
廃
止
す
る

も
の
で
す
。

　

美
甘
シ
ル
バ
ー
セ
ン

タ
ー
は
、
身
体
的
状
況
等

か
ら
家
庭
に
引
き
こ
も
り

が
ち
な
高
齢
者
に
対
し
、

地
域
ぐ
る
み
で
高
齢
者
を
中
心
に

支
え
合
い
助
け
合
う
明
る
い
地
域

社
会
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
整
備

し
た
施
設
。
こ
こ
数
年
は
、
利
用

が
な
く
、
今
後
も
活
用
が
見
込
め

ず
建
物
の
老
朽
化
等
を
踏
ま
え

用
途
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

　
福
寿
荘
は
、高
齢
者
等
が
健
や

か
で
明
る
く
助
け
合
い
、
相
互
に

健
康
保
持
、
生
き
が
い
の
増
進
を

図
る
た
め
、
整
備
さ
れ
た
施
設
。

こ
こ
数
年
は
、
利
用
が
な
く
、
今

後
も
活
用
が
見
込
め
な
い
の
で
用

途
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

【
除
雪
ト
ラ
ッ
ク
購
入
】

　
更
新
さ
れ
る
車
両
は
、蒜
山
振

興
局
の
除
雪
ト
ラ
ッ
ク
︵
７
ｔ
級
︶

で
す
。
契
約
方
法
は
、
一
般
競

争
入
札
、
契
約
金
額
は
、
３
８
，

８
３
０
千
円
。
契
約
の
相
手
方

は
、
東
真
産
業
㈱
で
す
。

【
ま
に
わ
く
ん
購
入
】

　
更
新
さ
れ
る
車
両
は
、
蒜
山・久

世
ル
ー
ト
の
中
型
バ
ス
定
員
56
人

で
す
。
契
約
方
法
は
、条
件
付
一
般

競
争
入
札
、
契
約
金
額
は
、
２
７
，

７
７
５
千
円
。
契
約
の
相
手
方
は
、

蒜
山
運
送
㈱
で
す
。

【
消
防
ポ
ン
プ
車
購
入
】

　
更
新
さ
れ
る
車
両
は
、久
世
方

面
隊
第
４
分
団
第
１
部
の
車
両

で
す
。
契
約
方
法
は
、
指
名
競

争
入
札
、
契
約
金
額
は
、
２
１
，

４
５
０
千
円
。
契
約
の
相
手
方

は
、
㈱
吉
谷
機
械
製
作
所
︵
鳥

取
市
︶
で
す
。

　

標
準
市
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
改
正
を
踏
ま
え
、
議
会
の
デ

ジ
タ
ル
化
に
関
す
る
規
定
を
整
備

す
る
た
め
、
条
例
の
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の
。

　
標
準
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部

改
正
を
踏
ま
え
、
議
会
の
デ
ジ
タ

ル
化
に
関
す
る
規
定
を
整
備
し
、

及
び
運
用
上
支
障
と
な
り
得
る

条
文
を
整
理
す
る
等
の
た
め
、
規

則
の
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

　
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

専
決
処
分
と
は
、
議
会
が
議
決

ま
た
は
決
定
す
べ
き
こ
と
に
つ
い

て
、
議
会
を
招
集
す
る
時
間
が
な

い
と
き
や
、
あ
ら
か
じ
め
議
会
の

議
決
に
よ
り
指
定
し
た
も
の
の
議

決
に
つ
い
て
、
市
長
が
議
会
に
代

わ
っ
て
意
思
決
定
す
る
こ
と
で
す
。

発
議
と
は
、
議
会
の
会
議
に
お

い
て
、
議
員
ま
た
は
委
員
会
が
、

議
事
の
対
象
と
な
る
べ
き
問
題
を

議
長
に
提
出
す
る
こ
と
で
す
。

久世方面隊第４分団第１部の消防車蒜山で使用していた除雪車

美甘コミュニティセンター　美甘

美甘シルバーセンター　美甘福寿荘　美甘

蒜山久世ルートのまにわくん

市
民
の
あ
し・く
ら
し
を
守
る
車
の
更
新

美甘地域の公共施設の統廃合

真
庭
市
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
改
正

真
庭
市
議
会
会
議
規
則
の

一
部
改
正 発

議
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ま
ず
第
一
に
あ
る
。
昨
年
ま
で
は
、
後
期
に

高
校
生
も
受
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、

ど
う
し
て
も
、
高
校
生
、
大
学
生
、
あ
る
い

は
社
会
人
と
同
じ
審
査
基
準
で
試
験
を
す

る
と
、
高
校
生
が
残
り
に
く
い
と
い
う
環
境

で
あ
っ
た
。
別
に
枠
を
設
け
た
と
い
う
の
が

も
う
一
つ
の
理
由
で
あ
る
。

採
用
し
た
後
の
育
成
計
画
等
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

具
体
的
に
は
こ
れ
か
ら
だ
が
、
若
手

人
材
育
成
研
修
事
業
と
し
て
、
行

政
マ
ン
と
し
て
の
基
礎
の
ス
キ
ル
を
身
に
つ

け
て
い
く
た
め
の
研
修
を
積
極
的
に
実
施
し

て
い
る
。

■
真
庭
市
職
員
の
募
集

　

総
務
課
か
ら﹁
真
庭
市
職
員
の
募
集
﹂に

つい
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

真
庭
市
職
員
の
採
用
に
つ
い
て
は
、
例

年
、
前
期
と
後
期
に
分
け
て
募
集
を
行
って

き
ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
、
高
校

生
枠
を
設
け
、
若
手
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た

人
材
獲
得
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　
専
門
職
の
筆
記
試
験
の
う
ち
、
教
養
試

験
を
廃
止
し
、受
験
者
の
負
担
軽
減
と
、応

募
者
の
獲
得
を
図
り
ま
す
。
前
期
試
験
の

受
験
者
募
集
の
申
込
み
受
付
期
間
は
５
月

20
日
か
ら
６
月
14
日
ま
で
と
し
、１
次
試
験

日
は
７
月
14
日
の
予
定
で
す
。
ま
た
、後
期

試
験
、
高
校
生
枠
の
申
込
受
付
は
、
７
月

下
旬
か
ら
８
月
下
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

人
材
獲
得
に
向
け
て
、引
き
続
き
積
極
的
に

広
報
、
呼
び
か
け
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
、
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

高
校
生
枠
を
、
設
け
る
目
的
は
。

現
在
、
職
員
の
年
齢
構
成
が
40
代
、

50
代
に
偏
っ
て
お
り
、
で
き
る
だ
け

若
手
を
獲
得
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
が

こ
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
真

庭
市
の
目
指
す
べ
き
将
来
人
口
の

在
り
方
を
実
現
す
る
た
め
に
、転
入
促
進
、

転
入
拡
充
、
子
育
て
世
代
の
転
入
拡
大
な

ど
、
多
く
の
課
題
が
あ
る
が
、
こ
れ
が
で

き
る
体
制
は
あ
る
の
か
。

こ
れ
ま
で
の
第
２
次
計
画
の
中
で
、

こ
の
目
標
を
掲
げ
な
が
ら
進
め
て

き
た
が
、
実
際
に
成
果
と
し
て
十
分
と
は
言

え
な
い
と
思
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
、
ど
う

いっ
た
目
標
を
持
ち
、ど
う
いっ
た
取
組
が
で

き
る
か
、
実
現
す
る
た
め
に
ど
う
い
う
体
制

を
と
る
か
と
い
う
事
に
つ
い
て
、改
め
て
検
討

が
必
要
だ
と
思
って
い
る
。

　
本
委
員
会
は
、
３
月
13
日
、
５
月
15
日

に
開
催
し
、
各
担
当
部
局
の
出
席
を
求
め
、

調
査
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

■
第
３
次
真
庭
市
総
合
計
画
の
策
定

　
総
合
政
策
課
か
ら
﹁
第
３
次
真
庭
市
総

合
計
画
の
策
定
﹂
に
つ
い
て
、
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
今
回
の
策
定
に
当
た
って
、
骨
格

の
基
本
フ
レ
ー
ム
は
、こ
れ
ま
で
の
も
の
を
維

持
し
て
い
き
ま
す
。

　
策
定
の
視
点
と
し
て
は
、加
速
す
る
人
口

減
少
への
対
応
、
特
に
若
年
人
口
の
減
少
を

い
か
に
抑
制
す
る
か
、
人
口
が
減
少
し
て
い

く
中
で
も
幸
せ
を
享
受
で
き
る
社
会
づ
く

り
や
、
市
内
高
校
と
地
域
の
つ
な
が
り
や
、

ま
ち
づ
く
り
と
いっ
た
視
点
で
議
論
を
深
め

て
い
き
ま
す
。
計
画
の
期
間
は
、社
会
動
向

が
目
ま
ぐ
る
し
い
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
第
３
次
計
画
で
は
、
５
年
間
の
計
画
と

し
て
、策
定
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
一
方
で
、

基
本
目
標
の
設
定
時
期
は
変
え
ず
、こ
れ
ま

で
の
検
証
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
引
き
続
き

２
０
４
０
年
の
姿
を
見
据
え
て
の
計
画
策

定
を
行
って
い
き
ま
す
。

《
総
合
政
策
課
》

《
総
務
課
》

総合計画推進本部会議(R6.5.8)

総
務
常
任
委
員
会

令和６年度新採用職員　本庁舎

問

問

問

答

答

答
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こ
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
真

庭
市
の
目
指
す
べ
き
将
来
人
口
の

在
り
方
を
実
現
す
る
た
め
に
、転
入
促
進
、

転
入
拡
充
、
子
育
て
世
代
の
転
入
拡
大
な

ど
、
多
く
の
課
題
が
あ
る
が
、
こ
れ
が
で

き
る
体
制
は
あ
る
の
か
。

こ
れ
ま
で
の
第
２
次
計
画
の
中
で
、

こ
の
目
標
を
掲
げ
な
が
ら
進
め
て

き
た
が
、
実
際
に
成
果
と
し
て
十
分
と
は
言

え
な
い
と
思
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
、
ど
う

いっ
た
目
標
を
持
ち
、ど
う
いっ
た
取
組
が
で

き
る
か
、
実
現
す
る
た
め
に
ど
う
い
う
体
制

を
と
る
か
と
い
う
事
に
つ
い
て
、改
め
て
検
討

が
必
要
だ
と
思
って
い
る
。

施
設
見
学
の
受
入
に
つ
い
て
、市
民

の
見
学
を
優
先
し
て
足
を
運
ん
で

も
ら
う
ツ
ア
ー
企
画
は
で
き
な
い
か
。

優
先
的
に
、
市
民
に
見
て
も
ら
え
る

日
程
を
設
定
し
、取
り
組
み
を
広
げ

て
い
く
。自

治
会
長
以
外
で
の
説
明
会
開
催

要
望
の
実
績
は
ど
れ
く
ら
い
あ
っ

た
の
か
。直

近
で
出
張
説
明
会
を
約
60
回
開

催
し
た
。
市
民
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て

JA
女
性
部
、
商
工
会
女
性
部
、リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
ま
に
わ
の
会
に
イ
ベ
ン
ト
等
に
参
加

し
て
も
ら
い
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
。

　
本
委
員
会
は
、
３
月
12
日
、
５
月
16
日

に
開
催
し
、
各
担
当
部
局
の
出
席
を
求
め
、

調
査
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

■
令
和
６
年
度
か
ら
の
外
来
診
療

　
湯
原
温
泉
病
院
か
ら
、
令
和
６
年
度
か

ら
の
外
来
診
療
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

令
和
６
年
４
月
よ
り
、
常
勤
医
師
の
減

少
と
、
職
員
の
働
き
方
改
革
に
伴
い
、
診
療

体
制
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。毎
週
土
曜

日
午
前
を
通
常
診
療
し
て
い
ま
し
た
が
、数

年
前
か
ら
院
内
で
土
曜
日
の
診
療
の
あ
り

方
を
検
討
し
、
４
月
か
ら
第
２・
第
４
土
曜

日
の
診
療
に
変
更
し
ま
す
。
ま
た
、中
和
診

療
所
は
月
曜
日
の
み
の
診
療
と
し
、美
甘
診

療
所
は
診
療
時
間
を
一
部
変
更
し
、
訪
問

診
療
に
出
か
け
る
時
間
を
増
や
し
て
い
く
と

の
こ
と
で
す
。

医
師
の
減
少
、
働
き
方
改
革
が
始

ま
る
中
で
、
示
さ
れ
た
経
営
強
化

プ
ラ
ン
が
実
行
で
き
る
の
か
。

常
勤
医
師
は
少
な
く
な
る
が
、
常

勤
医
師
が
会
計
年
度
職
員
に
、
ま

た
岡
山
大
学
病
院
医
師
が
非
常
勤
に
決
ま

っ
て
い
る
。
岡
山
医
療
セ
ン
タ
ー
よ
り
第
１

か
ら
第
５
土
曜
ま
で
宿
直
で
医
師
の
配
置

が
あ
る
。土

曜
日
の
外
来
診
療
が
第
１
と
第

３
を
休
診
と
な
る
が
、
判
断
し
た

理
由
は
。土

曜
日
の
受
診
者
も
10
名
程
度
で

あ
り
、院
内
で
検
討
し
て
き
た
。
休

診
に
は
な
る
が
、
診
療
体
制
等
の
内
容
に
変

更
は
な
い
。
救
急
も
受
け
て
い
く
。

■
生
ご
み
等
資
源
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

　
本
格
稼
働
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
環
境
課
か
ら
、生
ご
み
等
資
源
化
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
本
格
稼
働
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

生
ご
み
等
資
源
化
施
設
に
つ
い

て
は
７
月
末
、バ
イ
オ
液
肥
濃
縮
施

設
に
つ
い
て
は
８
月
末
に
竣
工
す
る

見
込
み
で
す
。竣
工
後
の
９
月
か
ら

生
ご
み
・
し
尿
・
浄
化
槽
汚
泥
を

段
階
的
に
量
を
増
や
し
な
が
ら
新

た
な
プ
ラ
ン
ト
に
投
入
し
て
い
き
ま

す
。
既
に
生
ご
み
の
収
集
を
行
って

い
る
久
世
地
域
と
落
合
地
域
の
一

部
の
生
ご
み
を
９
月
か
ら
新
し
い

プ
ラ
ン
ト
に
投
入
し
、落
合
地
区
で

は
９
月
半
ば
か
ら
、北
房
で
は
10
月

か
ら
と
いっ
た
具
合
に
、
半
月
ご
と

に
徐
々
に
エ
リ
ア
を
拡
大
し
ま
す
。

令
和
７
年
１
月
に
は
、
生
ご
み
、
し

尿
、
浄
化
槽
汚
泥
の
全
量
を
新
た

な
プ
ラ
ン
ト
で
液
肥
化
し
て
濃
縮

を
行
う
、本
格
稼
働
し
て
い
き
た
い

と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

《
湯
原
温
泉
病
院
》

《
生
活
環
境
部
》

家庭からの生ごみを回収する回収バケツ　環境課提供

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

診療体制の見直し　湯原温泉病院

問

問

答

答

問 問答 答
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■
令
和
６
年
度
主
要
事
業
・
新
規
事
業

　

今
年
度
設
置
さ
れ
た
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
課
か
ら
、
令
和
６
年
度
主
要
事
業
・

新
規
事
業
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
は
、蒜
山
中
学

校
ほ
か
４
つ
の
公
共
施
設
で
Ｐ

Ｐ
Ａ
方
式
に
よ
る
太
陽
光
発
電

設
備
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。

　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
ま
に

わ
推
進
補
助
事
業
は
新
規
事

業
で
、
市
民
向
け
に
太
陽
光

発
電
設
備
、
高
効
率
給
湯

器
、
次
世
代
自
動
車
の
購
入

支
援
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、小
水
力
発
電
事
業
は

今
年
度
か
ら
本
格
的
な
現
地

調
査
、検
討
を
市
内
数
カ
所
で

行
う
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
脱
炭
素
市
民
会

議
を
今
年
度
も
引
き
続
き
開

催
す
る
予
定
と
し
て
お
り
、今

年
度
は
特
に
普
及
啓
発
に
つ

い
て
市
民
と
一
緒
に
な
っ
て
考

え
て
い
き
ま
す
。

小
水
力
発
電
事
業
で

は
、
専
門
的
知
見
を

有
す
る
事
業
者
と
一
緒
に
行
う
と
の
こ
と

だ
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
委

託
す
る
の
か
。

日
本
各
地
で
小
水
力
発
電
事
業
を

展
開
し
て
い
る
㈱
森
と
み
ず
の
ち
か

ら
、
岡
山
県
内
で
の
小
水
力
発
電
事
業
を

始
め
て
い
る
両
備
グ
ル
ー
プ
と
真
庭
市
の
３

者
で
小
水
力
発
電
事
業
に
関
す
る
連
携
協

定
を
締
結
し
、
推
進
し
て
い
こ
う
と
考
え
て

い
る
。
地
元
と
連
携
し
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
。

画
期
的
な
取
組
で
あ
り
、
市
か
ら

も
情
報
発
信
し
て
ほ
し
い
。
山
林

管
理
は
長
期
間
の
事
業
で
あ
り
、
協
定
期

間
は
４
年
間
だ
が
、
そ
の
後
の
戦
略
は
あ

る
の
か
。金

融
機
関
に
よ
る
こ
の
取
組
は
先

進
的
な
も
の
と
考
え
て
い
る
。
４
年

間
の
実
証
事
業
で
あ
る
が
様
々
な
課
題
が

出
て
く
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、し
っ
か
り
連
携

し
て
ま
い
り
た
い
。
銀
行
で
は
、
全
国
展
開

を
視
野
に
入
れ
て
行
き
た
い
と
し
て
い
る
。

　
本
委
員
会
は
、
３
月
14
日
、
４
月
17
日
、

５
月
17
日
に
開
催
し
、
各
担
当
部
局
の
出

席
を
求
め
、
調
査
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

■
J
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
活
用
し
た
再
造
林

　
の
推
進
等
に
関
す
る
協
定

　
林
業・バ
イ
オ
マ
ス
産
業
課
か
ら
、Ｊ
︱

ク

レ
ジ
ッ
ト
を
活
用
し
た
再
造
林
の
推
進
等
に

関
す
る
協
定
に
つ
い
て
、
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。５
月
２
日
に
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信
託
銀
行
と

協
定
締
結
式
を
行
い
ま
し
た
。
再
造
林
面

積
が
低
位
に
推
移
す
る
中
、
Ｊ
︱

ク
レ
ジ
ッ

ト
等
新
た
な
収
益
事
業
を
活
用
し
て
再
造

林
を
進
め
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
財
務
モ
デ

ル
や
仕
組
み
を
実
証
し
て
い
き
ま
す
。
協
定

期
間
は
令
和
９
年
度
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

信
託
銀
行
が
造
林
未
栽
地
の
選

定
、購
入
す
る
と
い
う
こ
と
か
。そ

の
後
は
ど
の
よ
う
な
対
応
に
な
る
の
か
。

市
が
山
林
の
情
報
を
業
者
か
ら
収

集
し
、
信
託
銀
行
に
提
供
し
、
候

補
地
を
選
定
。
そ
の
後
購
入
し
、
植
栽
等

を
進
め
る
。地
域
の
関
連
団
体
と
連
携
し
な

が
ら
進
め
て
い
く
。

《
産
業
観
光
部
》

北房文化センターの太陽光発電施設　下呰部

産
業
建
設
常
任
委
員
会

三菱UFJ信託銀行との協定締結式　本庁舎

問

問

問

答

答

答
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南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
、
鳥

取
地
方
を
震
源
と
す
る
断
層
型
地

震
な
ど
が
起
き
れ
ば
、
市
内
に
も

相
当
の
被
害
が
予
想
さ
れ
る
が
、

地
震
に
よ
る
人
的
、
経
済
的
被

害
を
軽
減
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ

り
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

　
市
は
建
築
物
の
耐
震
診
断
・
改

修
等
の
補
助
制
度
を
設
け
て
い
る

が
、
全
体
改
修
工
事
費
の
補
助
限

度
額
は
真
庭
市
で
は
50
万
円
で
、

県
内
15
市
の

中
で
下
か
ら

２
番
目
の
金

額
で
あ
る
。

ま
た
、
部
分

改
修
の
限
度

額
は
20
万
円

で
、
こ
の
制

差
解
消
の
た
め
の
住
宅
改
修
費

支
給
制
度
の
併
用
は
可
能
か
。

　

①
真
庭
に
お
け
る
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
の
想
定
震
度
は
５
強
、

断
層
型
地
震
の
想
定
震
度
は
最
大

で
６
強
と
い
う
こ
と
に
なって
い
る
。

こ
の
耐
震
の
重
要
性
は
私
も
認
識

し
て
お
り
、
現
在
真
庭
市
の
住
生

活
基
本
計
画
を
立
ち
上
げ
、
総
合

的
な
住
環
境
の
在
り
方
を
検
討
し

て
い
る
。
そ
れ
を
前
提
に
耐
震
改
修

補
助
金
も
引
き
上
げ
る
べ
く
検
討

を
し
て
も
ら
う
。
県
内
で
最
下
位
、

低
位
だ
と
い
う
こ
と
は
認
識
し
て
お

り
、
積
極
的
な
対
応
を
し
て
い
く
。

　

真
庭
市
も
公
共
施
設
の
危
険

な
ブ
ロッ
ク
塀
は
全
て
撤
去
し
て
い

る
。
民
間
の
撤
去
費
用
を
補
助
し

て
い
る
自
治
体
が
県
内
で
７
市
町

あ
り
、積
極
的
に
対
応
し
て
い
く
。

　
②
活
用
可
能
だ
。詳
細
は
担
当

部
局
に
相
談
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

度
を
設
け
て
い
る
９
市
の
中
で
は

真
庭
市
が
最
下
位
で
あ
る
。

　

①
耐
震
改
修
に
係
る
市
の
補

助
限
度
額
の
増
額
を
行
う
考
え

は
な
い
か
。
ま
た
、
地
震
時
に
ブ

ロ
ッ
ク
塀
等
の
倒
壊
に
よ
る
被
害

や
通
行
の
妨
げ
を
防
ぐ
た
め
に

も
、
民
間
所
有
の
既
存
ブ
ロ
ッ
ク

塀
等
の
撤
去
工
事
に
係
る
費
用

の
補
助
制
度
を
創
設
す
る
考
え

は
な
い
か
、市
長
の
見
解
を
問
う
。

　
②
耐
震
改
修
と
、
手
す
り
や
段

一
般
質
問

真庭市議会
６月定例会

６
月
定
例
会
の
議
事
録
は

９
月
上
旬
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す

二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
を
ス
マ
ホ
等
で
読
み
取
る
と
、

一
般
質
問
が
視
聴
で
き
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
個
人
質
問
は
800
字
以
内
で
、

質
問
し
た
議
員
本
人
が
ま
と
め
て
い
ま
す
。

・・

地
震
に
備
え
て

政務活動費を公表 執行率50％

令和５年度政務活動費交付状況一覧（令和５年４月から令和６年３月分）（五十音順）
議員氏名

淺野　和昭
伊賀　基之
伊藤　義則
入澤　廣成
岩本　壯八
氏平　篤正
大月　説子
緒形　　尚
小田　康文
加藤　大悟
黒川　　愛
古南　源二

360，000

360，000

360，000

360，000

360，000

360，000

360，000

360，000

360，000

360，000

360，000

360，000

360，000

231，041

262，074

17，820

43，817

169，667

80，631

180，212

121，591

17，820

360，000

278，794

0

128，959

97，926

342，180

316，183

190，333

279，369

179，788

238，409

342，180

0

81，206

交付額 精算額 返還額
360，000

360，000

360，000

360，000

360，000

360，000

360，000

360，000

360，000

360，000

360，000

8，280，000

206，558

164，056

349，817

191，780

17，820

142，823

185，526

90，437

285，471

142，546

240，870

4，141，171

153，442

195，944

10，183

168，220

342，180

217，177

174，474

269，563

74，529

217，454

119，130

4，138，829

柴田　正志
庄司　史郎
妹島　弘和
妹尾　智之
長尾　　修
中尾　哲雄
西田　文子
福島　一則
森田　敏久
森脇　正和
𠮷原　啓介
　合　計

議員氏名 交付額 精算額 返還額

　政務活動費は、地方自治法に基づき「真庭市
議会政務活動費交付条例」で定められた議員の
調査研究、その他の活動に費やすため必要な経
費として交付されます。月額３万円を年度当初に

一括交付し、残余がある場合は返還することに
なっています。真庭市議会では、１円以上のすべ
ての領収書の提出を求めており、精算内容を議
会ホームページに公開しています。 政務活動費

のページ

太田昇市長三ツ宗宏教育長

答  弁  者

安価な耐震工法の一例
（愛知建築地震災害軽減システム研究協議会）

問 妹
島
弘
和

答
川
端
ま
ち
づ
く
り
推
進
監

答
太
田
市
長

（円）
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た
。
太
田
市
長
が
結
成
を
提
唱
、

県
内
25
市
町
村
の
首
長
有
志
が

県
立
高
校
の
在
り
方
を
考
え
る

会
を
設
立
し
た
。
こ
の
会
を
設

立
し
た
意
気
込
み
を
聞
く
。

　
②
高
校
魅
力
化
の
一
環
で
、勝

山
高
校
蒜
山
校
地
に
は
、
現
在

学
生
寮
が
建
設
中
だ
が
、
築
50

年
以
上
経
過
し
た
白
梅
寮
を
建

て
替
え
る
考
え
は
な
い
か
。

　
③
今
年
度
よ
り
教
育
総
務
課

に
教
育
魅
力
化
推
進
担
当
課
長

の
ポ
ス
ト
を
設
け
た
が
担
当
課

長
に
望
む
も
の
を
お
聞
き
す
る
。

　

①
想
像
以
上
に
高
校
が
地
域

に
お
け
る
重
要
な
も
の
で
今
の
状

況
に
危
機
感
を
持
っ
て
い
る
と
感

じ
た
。
次
は
県
会
議
員
と
の
対
話

を
し
た
い
と
思
って
い
る
。

　

②
基
本
的
に
は
県
が
責
任
を

持
つ
べ
き
だ
。
今
後
の
看
護
学
科

の
こ
と
も
含
め
て
や
る
べ
き
で
あ

る
と
思
う
。

　

③
子
ど
も
た
ち
が
真
庭
で
学

ん
で
地
域
の
環
境
を
生
か
し
、
大

人
と
も
つ
な
が
っ
て
活
動
で
き
る

こ
と
を
進
め
て
い
き
た
い
。
高
校

と
の
学
び
を
接
続
し
て
い
く
上
で

連
携
を
強
め
て
い
き
た
い
。

　

観
光
と
か
関
係
人
口
と
か
に

役
立
つ
知
的
集
積
の
場
を
つ
く
る

と
い
う
こ
と
で
始
め
た
。
利
用
実

績
は
、
年
間
契
約
２
件
、
月
間
利

用
延
べ
55
件
、
１
日
利
用
延
べ
121

件
で
あ
る
。
利
用
促
進
事
業
で
蒜

山
ア
ク
シ
ョ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
実

施
し
た
。
継
続
し
て
蒜
山
で
活
動

し
た
い
人
が
８
名
い
た
。
利
用
促

進
を
働
き
か
け
て
い
る
。

①
生
徒
数
が
一
定
の
基
準
を

下
回
っ
た
た
め
岡
山
県
教
育
委

員
会
が
再
編
、
統
廃
合
の
対
象

に
す
る
こ
と
を
決
め
た
真
庭
高

校
に
つ
い
て
、統
廃
合
に
向
け
た

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
明
ら
か
に
し

受
け
付
け
て
も
ら
え
な
か
っ
た
事

業
に
つ
い
て
は
、
補
正
予
算
を
組

ん
で
、
市
民
の
さ
さ
や
か
な
、
且

つ
切
実
な
要
望
に
応
え
る
べ
き
と

考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

　
今
の
状
況
全
体
を
見
な
が
ら
、

必
要
な
補
正
は
し
て
い
く
と
い
う

考
え
で
初
め
か
ら
い
る
。
単
費
で

ど
こ
ま
で
で
き
る
か
と
い
う
の
は

あ
る
が
、
補
助
対
象
に
で
き
る
も

の
は
補
助
対
象
に
し
て
い
く
と
か

と
い
う
工
夫
も
し
て
、
実
質
的
に

よ
り
市
民
の
皆
さ
ん
の
要
望
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

る
内
容
の
公
園
に
仕
上
げ
て
頂

き
た
い
。

　
初
期
的
な
整
備
を
行
って
、
今

後
も
計
画
的
に
ま
た
整
備
を
し
て

い
く
。
現
在
の
整
備
内
容
で
完
了

と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
前
も
言
っ

て
な
い
と
思
う
。

　

日
陰
の
問
題
は
、
公
園
を
作

る
会
の
代
表
の
方
と
話
を
す
る
上

で
、要
望
と
し
て
聞
い
て
お
り
、必

要
性
は
十
分
に
承
知
し
て
い
る
。

今
後
、
代
表
の
方
と
さ
ら
に
連
携

し
て
、
お
金
の
問
題
も
あ
る
が
、

子
ど
も
た
ち
が
集
え
る
場
に
し
て

い
き
た
い
と
思
って
い
る
。

　
落
合
振
興
局
で
は
新
年
度
当

初
の
４
月
１
日
に
予
算
を
上
回
る

市
民
か
ら
の
申
請
が
あ
り
、
予
算

が
無
い
た
め
申
請
に
行
っ
た
が
受

け
付
け
て
も
ら
え
な
か
っ
た
市
民

の
方
が
お
ら
れ
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
市
の
支
援
と
市

民
の
自
助
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る

事
業
で
、
申
請
に
来
ら
れ
な
が
ら

　
「
蒜
山
ひ
と
と
き
」
が
オ
ー
プ

ン
し
て
1
年
が
経
過
し
た
。整
備

の
目
的
は
、
企
業
誘
致
の
推
進
、

関
係
人
口
と
移
住
の
推
進
、
自

然
共
生
活
動
の
拠
点
、
伝
統
工

芸
の
活
動
拠
点
、大
学
と
の
連
携

の
た
め
と
な
っ
て
い
た
。
事
業
の

検
証
評
価
と
今
後
の
対
応
を
問

う
。

　
勝
山
地
区
に
造
ら
れ
た
ポ
ケ
ッ

ト
パ
ー
ク
は
、現
状
の
整
備
内
容

で
完
了
し
た
と
捉
え
て
い
る
の

か
。
暑
く
な
る
こ
の
時
期
に
、公

園
に
行
っ
て
遊
ば
せ
よ
う
か
と

考
え
た
と
き
、
日
を
遮
る
も
の

が
全
く
な
い
場
所
で
は
利
用
が

非
常
に
し
に
く
い
。
日
陰
を
作

る
あ
ず
ま
や
は
是
非
考
え
て
頂

き
た
い
。
せ
っ
か
く
造
っ
た
の
だ

か
ら
、
補
正
予
算
を
組
ん
で
で

も
、
喜
ん
で
早
く
使
っ
て
も
ら
え

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
三
浦
勝
山
振
興
局
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
三
ツ
教
育
長

勝山地区に整備されたポケットパーク　勝山

シェアオフィス蒜山ひととき　蒜山上福田

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
に

あ
ず
ま
や
の
設
置
を

原
材
料
費
及
び
使
用
料

の
補
正
対
応
を

「
蒜
山
ひ
と
と
き
」
の

検
証
評
価
と
対
応

高
校
魅
力
化
の
対
応

問 庄
司
史
郎

問 森
脇
正
和

問

問
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る
方
針
は
変
え
な
い
。
県
立
と
い

え
ど
も
高
校
の
重
要
性
は
同
じ

認
識
で
あ
る
か
ら
、
来
年
入
学
者

が
増
え
る
よ
う
な
こ
と
を
す
る
た

め
に
真
庭
市
と
し
て
で
き
る
こ
と

は
何
で
も
や
る
。
真
庭
高
校
で
い

え
ば
文
科
省
の
制
度
も
使
い
な
が

ら
３
年
間
取
り
組
ん
だ
。国
庫
補

助
金
は
も
う
な
く
な
る
が
、
文
科

省
か
ら
も
評
価
さ
れ
て
い
る
。
勝

山
高
校
に
つ
い
て
も
き
ち
っ
と
出

し
た
い
。
緊
急
的
に
来
年
に
入
学

者
が
増
え
る
よ
う
な
対
策
を
ま

ず
打
って
い
く
。

　
出
生
数
は
頑
張
って
も
今
の
出

生
数
が
300
、
400
に
な
る
こ
と
は
な

く
長
期
的
に
日
本
全
体
が
減
少

傾
向
に
あ
る
。
高
校
の
重
要
性

を
考
え
て
真
庭
市
内
で
多
様
な

選
択
が
で
き
、
将
来
を
担
う
子

ど
も
達
が
育
つ
よ
う
な
中
等
教
育

の
環
境
の
選
択
の
一
つ
と
し
て
提

案
の
市
立
高
校
も
あ
る
だ
ろ
う
。

方
向
性
は
議
会
の
了
解
も
得
て
、

最
後
の
責
任
は
私
だ
と
思
っ
て
い

る
。
市
民
の
方
に
も
意
見
を
頂
い

て
色
々
と
意
見
は
違
っ
て
も
県
立

以
外
の
選
択
を
す
る
と
す
れ
ば

相
当
の
出
費
が
経
常
的
に
い
る
。

　
お
金
の
こ
と
で
市
が
成
り
立
た

な
く
な
れ
ば
駄
目
だ
が
、
お
金
の

こ
と
で
教
育
に
関
し
て
は
否
定
し

な
い
。

た
。
太
田
市
長
が
結
成
を
提
唱
、

県
内
25
市
町
村
の
首
長
有
志
が

県
立
高
校
の
在
り
方
を
考
え
る

会
を
設
立
し
た
。
こ
の
会
を
設

立
し
た
意
気
込
み
を
聞
く
。

　
②
高
校
魅
力
化
の
一
環
で
、勝

山
高
校
蒜
山
校
地
に
は
、
現
在

学
生
寮
が
建
設
中
だ
が
、
築
50

年
以
上
経
過
し
た
白
梅
寮
を
建

て
替
え
る
考
え
は
な
い
か
。

　
③
今
年
度
よ
り
教
育
総
務
課

に
教
育
魅
力
化
推
進
担
当
課
長

の
ポ
ス
ト
を
設
け
た
が
担
当
課

長
に
望
む
も
の
を
お
聞
き
す
る
。

　

①
想
像
以
上
に
高
校
が
地
域

に
お
け
る
重
要
な
も
の
で
今
の
状

況
に
危
機
感
を
持
っ
て
い
る
と
感

じ
た
。
次
は
県
会
議
員
と
の
対
話

を
し
た
い
と
思
って
い
る
。

　

②
基
本
的
に
は
県
が
責
任
を

持
つ
べ
き
だ
。
今
後
の
看
護
学
科

の
こ
と
も
含
め
て
や
る
べ
き
で
あ

る
と
思
う
。

　

③
子
ど
も
た
ち
が
真
庭
で
学

ん
で
地
域
の
環
境
を
生
か
し
、
大

人
と
も
つ
な
が
っ
て
活
動
で
き
る

こ
と
を
進
め
て
い
き
た
い
。
高
校

と
の
学
び
を
接
続
し
て
い
く
上
で

連
携
を
強
め
て
い
き
た
い
。

　
行
政
、学
校
、関
係
機
関
が
よ

り
組
織
的
に
機
能
し
て
い
く
た

め
に
、
専
門
的
知
識
が
高
く
特

別
支
援
教
育
を
総
合
的
に
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
人
材
、特
別
支

援
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
設
置

が
必
要
だ
と
思
う
。
学
校
を
巡

回
し
、特
別
支
援
教
育
へ
の
理
解

が
一
層
深
ま
る
よ
う
教
員
を
サ

ポ
ー
ト
し
た
り
、
特
別
支
援
教

育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
研
修

発
達
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
就

学
前
の
支
援
に
も
関
わ
って
い
て
、

個
別
の
支
援
、
あ
る
い
は
集
団
へ

の
指
導
の
在
り
方
な
ど
、
就
学
前

か
ら
の
連
続
性
を
高
め
て
い
く
上

で
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。

　

誕
生
寺
支
援
学
校
な
ど
外
部

専
門
機
関
の
職
員
に
よ
る
巡
回

相
談
、
各
学
校
の
特
別
支
援
教

育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
教
員
に
、

専
門
性
を
高
め
る
研
修
を
実
施

し
て
い
る
。
優
れ
た
専
門
性
を
有

す
る
内
外
の
人
材
と
の
連
携
で
、

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
推
進
に

努
め
て
い
る
。

　
令
和
５
年
の
出
生
数
は
194
と

聞
い
て
い
る
。15
年
後
に
は
高
校

に
行
く
が
全
員
市
内
の
高
校
を

希
望
し
て
も
５
ク
ラ
ス
に
満
た

な
い
。現
状
の
半
分
程
度
の
進
学

が
続
く
と
１
学
年
１
ク
ラ
ス
の

学
校
で
充
分
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
県
の
教
育
委
員
会
は
入
学

者
が
基
準
を
下
回
れ
ば
学
校
を

統
合
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
真
庭
市
と
し
て
勝
山
高
校
蒜

山
校
地
に
生
徒
寮
と
交
流
セ
ン

タ
ー
を
兼
ね
た
施
設
を
建
設
支

援
し
、
ま
た
高
校
に
塾
講
師
派

遣
支
援
も
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

県
立
高
校
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ

て
い
く
と
真
庭
市
立
の
高
校
を

持
っ
て
も
良
い
と
考
え
て
い
る
。

教
員
確
保
、
運
営
費
の
確
保
等

難
問
も
あ
る
が
今
の
市
長
な
ら

で
き
る
と
思
う
が
い
か
が
か
。

100
を
２
年
連
続
真
庭
高
校
は

割
って
い
る
か
ら
、県
の
基
準
で
行

け
ば
統
合
対
象
と
し
て
協
議
す

の
充
実
な
ど
、教
員
の
学
ぶ
機
会

や
仕
組
み
の
さ
ら
な
る
充
実
を

行
う
こ
と
で
、
よ
り
深
く
、
よ
り

広
く
子
ど
も
た
ち
の
状
態
を
見

な
が
ら
、き
め
細
か
い
支
援
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

特
別
支
援
教
育
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
は
、一
人
一
人
の
子
ど
も
を

正
し
く
見
立
て
た
上
で
、
子
ど

も
へ
の
支
援
、
支
援
す
る
側
へ
の

支
援
、
支
援
す
る
場
の
選
定
な

ど
助
言
指
導
を
行
い
、
真
庭
市

全
体
の
特
別
支
援
教
育
の
充
実

に
努
め
て
も
ら
う
。そ
の
た
め
に

は
、よ
り
専
門
性
の
高
い
人
材
が

必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
う
。
特

別
支
援
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

設
置
に
つ
い
て
、教
育
長
の
所
見

を
伺
う
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、共
生
社
会

の
実
現
を
目
指
し
、誰
も
が
相
互

に
人
格
、個
性
を
尊
重
し
合
って
、

共
に
学
ぶ
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

の
推
進
を
図
っ
て
い
る
。
現
在
、

特
別
支
援
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は

配
置
を
し
て
い
な
い
。
専
門
性
の

高
い
通
級
指
導
教
室
の
教
員
や
、

市
の
発
達
発
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の

発
達
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
学
校

の
求
め
に
応
じ
て
訪
問
し
、
教

員
、学
校
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

特
別
支
援
教
育
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
設
置
を

真
庭
市
立
の
高
校
を
持

っ
て
は
ど
う
か

答
太
田
市
長

一 般 質 問

さらなる専門性向上のために研修中　本庁舎

蒜山学習交流センター　完成イメージ図

答
三
ツ
教
育
長

問 緒
形  

尚

問 古
南
源
二
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な
く
、ま
た
障
が
い
者
専
用
の
公

園
で
も
な
い
。
障
が
い
が
あ
っ
て

も
な
く
て
も
、公
園
を
訪
れ
る
誰

も
が
一
緒
に
楽
し
く
遊
べ
る
公

園
だ
。
市
内
公
園
整
備
を
行
う

に
当
た
り
、
障
が
い
を
お
持
ち
の

方
、
ま
た
小
さ
い
お
子
さ
ん
を
お

持
ち
の
方
の
ご
家
族
の
意
見
を

取
り
入
れ
て
い
く
考
え
は
な
い

か
、
市
長
の
所
見
を
伺
う
。

　
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
、
小
さ

い
お
子
さ
ん
、
あ
る
い
は
高
齢
者

が
利
用
し
や
す
い
施
設
整
備
、
公

園
も
造
って
い
く
。

　

他
の
自
治
体
窓
口
に
は
耳

マ
ー
ク
を
表
示
し
て
、難
聴
の
方

に
は
筆
談
等
で
対
応
し
て
い
る

自
治
体
も
あ
る
。難
聴
で
困
ら
な

い
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
で
認

知
症
の
予
防
に
つ
な
が
る
と
も

言
わ
れ
て
い
る
。小
さ
な
音
で
も

明
瞭
に
聞
こ
え
る
軟
骨
伝
導
イ

ヤ
ホ
ン
は
、周
囲
に
音
が
漏
れ
る

こ
と
が
な
く
雑
音
を
除
く
な
ど

の
特
徴
が
あ
る
。

　
耳
の
軟
骨
を
振
動
さ
せ
て
音

を
伝
え
る
軟
骨
伝
導
の
仕
組
み

を
使
い
、耳
の
入
り
口
付
近
に
軽

く
当
て
る
だ
け
で
、集
音
器
が
増

幅
し
た
音
を
軟
骨
伝
導
式
の
イ

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
ま
に
わ
く

ん
の
幹
線
が
あ
り
、
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

バ
ス
が
あ
り
、
そ
し
て
チ
ョ
イ
ソ
コ

ま
に
わ
が
あ
り
、
そ
う
い
う
体
系

全
体
を
見
直
し
・
検
討
を
行
って

い
く
と
い
う
こ
と
を
今
年
度
や
っ

て
い
く
。

　
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
課
が

設
置
さ
れ
、
脱
炭
素
社
会
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
が
一
層
促

進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。

　
施
設
の
空
調
や
路
面
融
雪
等

に
使
え
る
も
の
と
し
て
地
中
熱

の
活
用
と
い
っ
た
も
の
も
あ
る

が
、脱
炭
素
に
と
ど
ま
ら
な
い
新

た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
を
検
討

で
き
な
い
か
。

　

地
中
熱
利
用
も
ひ
と
つ
検

討
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
初
め

か
ら
こ
れ
は
可
能
性
と
し
て
ほ

と
ん
ど
な
い
よ
う
な
も
の
は
し

な
い
が
、
可
能
性
の
あ
る
も
の

は
と
こ
と
ん
追
求
し
て
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
を
進
め

る
姿
勢
で
やって
い
く
。

実
証
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
情
報

に
よ
り
今
後
の
地
域
交
通
シ
ス

テ
ム
構
築
・
再
構
築
推
進
に
お
け

る
チ
ョ
イ
ソ
コ
ま
に
わ
の
活
用
方

針
に
変
更
は
あ
る
か
。

　

運
行
し
て
見
え
て
き
た
の
は
、

午
前
中
だ
け
集
中
し
て
取
り
に
く

い
、
あ
と
は
空
白
で
空
い
て
い
る
、

エ
リ
ア
も
広
い
か
ら
、
非
常
に
経

路
設
定
の
効
率
が
悪
い
と
い
う
よ

う
な
こ
と
。
そ
の
一
方
で
は
運
行

エ
リ
ア
の
拡
大
と
か
時
間
を
延
長

し
て
ほ
し
い
と
か
と
い
う
こ
と
も

あ
る
。

　
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
か
サ
ロ

ン
へ
行
く
こ
と
等
へ
の
利
用
の
検

討
も
し
て
い
る
が
、
そ
う
い
う
利

用
の
少
な
い
時
間
帯
の
活
用
、
と

に
か
く
い
ろ
い
ろ
今
後
と
も
試
行

錯
誤
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

チ
ョ
イ
ソ
コ
ま
に
わ
は
、
昨

年
10
月
か
ら
実
証
事
業
が
行
わ

れ
、
今
年
度
か
ら
本
格
稼
働
が

開
始
さ
れ
て
い
る
。登
録
者
数
も

増
え
、
利
用
状
況
も
好
調
で
あ

る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
が
、実

証
期
間
に
お
い
て
判
明
し
た
課

題
事
項
、
利
用
者
の
利
便
性
向

上
・
利
用
促
進
に
向
け
た
方
策
、

小さな音でも明瞭に聞こえる軟骨伝導イヤホン

ヤ
ホ
ン
を
通
し
て
聞
く
仕
組
み
。

耳
が
聞
こ
え
に
く
い
高
齢
者
と

の
対
話
を
円
滑
に
す
る
の
が
目

的
で
、
こ
の
イ
ヤ
ホ
ン
を
つ
け
る

と
は
っ
き
り
聞
こ
え
、
大
き
な
声

で
話
す
必
要
が
な
く
、プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
保
護
に
も
つ
な
が
っ
て
い

る
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、耳
が
聞
こ

え
に
く
い
高
齢
者
や
難
聴
者
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

た
め
、
真
庭
市
共
生
社
会
推
進

基
本
方
針
に
沿
っ
た
取
組
と
し

て
、
ま
ず
は
市
民
課
、
福
祉
課
、

高
齢
者
支
援
課
窓
口
に
軟
骨
伝

導
イ
ヤ
ホ
ン
を
導
入
し
て
は
と

思
う
が
、
市
長
の
所
見
を
伺
う
。

　
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
の
導
入
だ

が
、
市
役
所
窓
口
に
も
選
択
の
一

つ
と
し
て
前
向
き
に
検
討
を
進
め

る
。

　

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
公
園
は
、

様
々
な
考
え
方
、
定
義
が
あ
る

が
、
そ
れ
ら
を
統
合
す
る
と
、
障

が
い
が
あ
る
お
子
さ
ん
で
も
遊
べ

る
遊
具
を
た
だ
置
く
だ
け
で
は

軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
の

導
入
を

地
域
交
通
シ
ス
テ
ム
の

効
率
的
運
用
推
進

問 妹
尾
智
之

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

問 𠮷
原
啓
介

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
公
園

の
整
備

問

脱
炭
素
社
会
実
現
に
向

け
て 問

地中熱ヒートポンプシステム(提供：特定
非営利活動法人地中熱利用促進協会)

答
太
田
市
長
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負
担
軽
減
に
も
な
り
、お
迎
え
時

間
や
予
定
確
認
を
す
ぐ
確
認
で

き
る
。　
　

　
ま
た
、記
録
で
き
る
事
で
ト
ラ

ブ
ル
の
防
止
に
な
る
と
考
え
る
。

書
類
の
回
覧
に
現
在
で
も
押
印

を
必
要
と
し
て
い
る
事
に
は
疑

問
が
あ
る
。
保
育
士
に
は
一
人

一
台
端
末
が
必
要
で
あ
り
、
専

用
端
末
が
な
い
か
ら
情
報
を
同

時
共
有
で
き
る
体
制
に
な
っ
て

い
な
い
。
保
育
士
の
休
憩
と
は

労
働
か
ら
完
全
に
切
り
離
さ
れ

て
お
り
、自
由
利
用
で
き
る
状
態

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。休
憩
設

備
に
つ
い
て
、労
働
者
が
利
用
す

る
事
の
で
き
る
椅
子
を
備
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い

る
。

　

電
話
自
動
応
答
だ
が
、
原
則

コ
ド
モ
ン
だ
が
、
電
話
も
緊
急
用

と
し
て
は
残
し
て
お
く
。
一
人
一

台
端
末
の
導
入
は
、十
分
現
場
と

協
議
し
て
い
く
。
押
印
は
廃
止
す

る
。
労
働
安
全
衛
生
規
則
の
関

係
だ
が
、
で
き
る
限
り
良
い
環
境

を
整
備
し
て
い
く
の
は
設
置
者
の

責
任
で
あ
る
。
園
長
が
衛
生
推

進
者
に
な
って
お
り
、
職
場
環
境

の
改
善
、
健
康
管
理
に
努
め
て
い

く
。

②
こ
の
遺
跡
が
非
常
に
大
切
な
も

の
と
い
う
機
運
醸
成
が
大
事
で
あ

る
。
そ
の
中
で
文
化
財
も
検
討
し

て
い
く
。
③
博
物
館
・
資
料
館
の

課
題
は
認
識
し
て
お
り
、
改
修
す

べ
き
は
改
修
し
て
い
く
。

　

①
有
害
鳥
獣
で
困
っ
て
い
る

農
家
は
、
中
山
間
地
で
赤
字
覚

悟
で
農
業
を
続
け
て
い
る
。
資

材
高
騰
、
有
害
鳥
獣
被
害
拡
大

の
中
、50
％
と
い
う
補
助
額
も
含

め
制
度
の
見
直
し
が
必
要
。
ま

た
コ
ー
ド
の
巻
取
器
や
検
電
器

な
ど
が
補
助
対
象
に
な
ら
な
い
。

も
っ
と
農
家
の
実
態
に
合
わ
せ

た
補
助
制
度
に
す
べ
き
。
②
今

後
鹿
の
捕
獲
数
が
増
え
れ
ば
ジ

ビ
エ
カ
ー
の
処
理
能
力
を
超
え

る
。ど
の
よ
う
に
ジ
ビ
エ
カ
ー
を

活
用
す
る
の
か
。

　

②
も
う
一
台
増
や
せ
ば
費
用

の
点
も
あ
る
。
一
台
を
フ
ル
回
転

さ
せ
な
が
ら
、
ど
う
い
う
体
制
で

効
果
的
に
やって
い
く
か
、さ
ら
に

販
売
促
進
を
行
って
い
く
。

　

①
広
域
的
な
防
護
柵
が
効
果

的
で
そ
の
観
点
か
ら
補
助
要
件
の

見
直
し
は
検
討
し
て
い
な
い
。
個

別
農
家
の
相
談
に
は
検
討
し
て
い

き
た
い
が
、
今
す
ぐ
ど
う
こ
う
と

は
考
え
て
い
な
い
。

　
朝
、昼
、夕
方
等
の
一
部
時
間

帯
等
に
は
電
話
自
動
応
答
サ
ー

ビ
ス
を
活
用
し
、
緊
急
時
や
相

談
事
、祖
父
母
等
の
コ
ド
モ
ン
未

使
用
者
へ
は
通
話
で
対
応
す
る

の
が
良
い
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。コ
ド
モ
ン
の
連
絡
機
能
で

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
送
受
信
を
行
う

事
で
、話
の
内
容
が
園
内
で
迅
速

に
正
確
に
共
有
で
き
る
。職
員
の

　
①
夜
間
無
人
に
な
る
場
合
も

あ
る
寺
社
な
ど
の
文
化
財
へ
の

対
応
は
。
②
蒜
山
の
戦
争
遺
跡

は
、市
の
文
化
財
に
指
定
す
べ
き

と
思
う
。
③
蒜
山
郷
土
博
物
館

は
、
開
館
以
来
33
年
が
経
過
し

大
幅
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
必
要
。

北
房
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
は
展

示
ス
ペ
ー
ス
不
足
。そ
の
他
の
施

設
も
見
直
し
が
必
要
。
④
今
あ

る
博
物
館・資
料
館
だ
け
で
は
文

化
財
活
用
は
困
難
。
総
合
的
な

新
し
い
中
核
的
博
物
館
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　

④
現
時
点
で
は
中
核
的
博
物

館
の
建
設
は
考
え
て
い
な
い
。
将

来
的
に
議
論
、
検
討
を
進
め
て
い

け
ば
よ
い
。
優
先
順
位
の
問
題
。

　
①
文
化
財
の
防
火
・
防
犯
は
、

経
費
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い

る
。
防
火
は
、
消
火
栓・自
動
火

災
報
知
機
な
ど
整
備
し
て
い
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
ま
に
わ
く

ん
の
幹
線
が
あ
り
、
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

バ
ス
が
あ
り
、
そ
し
て
チ
ョ
イ
ソ
コ

ま
に
わ
が
あ
り
、
そ
う
い
う
体
系

全
体
を
見
直
し
・
検
討
を
行
って

い
く
と
い
う
こ
と
を
今
年
度
や
っ

て
い
く
。

　
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
課
が

設
置
さ
れ
、
脱
炭
素
社
会
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
が
一
層
促

進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。

　
施
設
の
空
調
や
路
面
融
雪
等

に
使
え
る
も
の
と
し
て
地
中
熱

の
活
用
と
い
っ
た
も
の
も
あ
る

が
、脱
炭
素
に
と
ど
ま
ら
な
い
新

た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
を
検
討

で
き
な
い
か
。

　

地
中
熱
利
用
も
ひ
と
つ
検

討
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
初
め

か
ら
こ
れ
は
可
能
性
と
し
て
ほ

と
ん
ど
な
い
よ
う
な
も
の
は
し

な
い
が
、
可
能
性
の
あ
る
も
の

は
と
こ
と
ん
追
求
し
て
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
を
進
め

る
姿
勢
で
やって
い
く
。

一 般 質 問

新
し
い
中
核
的
博
物
館

が
必
要
で
は

　
新
た
な
北
町
公
園
の
遊
具
に
つ

い
て
、
複
合
遊
具
、
健
康
遊
具
、

プ
レ
ー
パ
ー
ク
を
設
置
し
て
い
た

だ
き
た
い
が
ど
の
よ
う
な
考
え

か
。
子
ど
も
た
ち
は
山
や
土
管
や

滑
り
台
、
水
遊
び
や
泥
遊
び
も
大

好
き
で
あ
る
。
東
京
都
世
田
谷
区

に
プ
レ
ー
パ
ー
ク
と
い
う
遊
び
場

が
あ
る
。
是
非
参
考
に
し
て
欲
し

い
。
ベ
ン
チ
が
あ
っ
て
語
ら
い
の
場

が
あ
っ
て
も
良
い
と
考
え
る
。そ
ん

な
北
町
公
園
に
な
っ
て
欲
し
い
。

　
議
員
が
言
う
考
え
方
、
思
って

い
る
事
と
一
緒
だ
。
そ
う
い
う
公

園
を
目
指
し
て
い
く
。

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
木
林
産
業
観
光
部
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

問 伊
賀
基
之

問 淺
野
和
昭

有
害
鳥
獣
駆
除
の
補
助

金
の
見
直
し
を

保
育
士
へ
の
負
担
軽
減
策

北
町
公
園
へ
の
遊
具
等

の
設
置

問

問

答
三
ツ
教
育
長

複合遊具　奈義総合運動公園

故障している大宮踊りの装置
蒜山上長田

真庭市議会広報まにわ_第77号【20240717】.indd   11真庭市議会広報まにわ_第77号【20240717】.indd   11 2024/07/17   10:51:192024/07/17   10:51:19



12

　
②
行
政
か
ら
の
支
援
は
、
地
域

づ
く
り
補
助
金
、
真
庭
を
元
気
に

す
る
活
動
応
援
補
助
金
、今
年
度

か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
資
金
の
支
援

を
実
施
し
て
い
る
。
地
域
で
行
う

場
合
の
水
道
光
熱
費
は
、現
状
を

把
握
し
て
対
処
を
検
討
す
る
。

　

③
受
け
皿
と
し
て
や
っ
て
い
く

こ
と
に
な
れ
ば
行
政
支
援
を
議

論
し
て
い
き
た
い
。

　
現
在
の
基
本
方
針
は
、平
成
19

年
４
月
に
作
成
し
て
い
る
が
、
そ

の
後
に
組
織
機
構
の
見
直
し
等
、

組
織
体
制
が
変
化
し
て
い
る
。
基

本
方
針
の
見
直
し
を
、
い
つ
ま
で

に
、
誰
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
行

う
の
か
見
解
を
伺
う
。

　
昨
年
度
、
職
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
取
っ
た
。関
係
職
員
への
ヒ
ア
リ

ン
グ
等
も
行
っ
て
い
る
。
職
員
の

意
見
を
参
考
に
し
て
、
早
稲
田
大

学
マ
ニュフ
ェス
ト
研
究
所
の
意
見

も
聞
き
今
年
度
中
に
策
定
し
た

い
。

さ
え
あ
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
活
用

を
提
案
。
④
久
世
エ
リ
ア
の
公
共

施
設
の
最
適
化
方
針
に
多
世
代

共
生
施
設
の
導
入
を
。
以
上
４
点

に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

　

①
指
摘
の
通
り
で
あ
る
。
行

政
が
音
頭
を
取
る
べ
き
で
は
な
い

が
、
機
運
を
醸
成
し
て
い
く
こ
と

が
私
た
ち
の
仕
事
。
④
箱
物
で
と

い
う
頭
だ
け
で
は
な
く
、
交
流
が

成
り
立
つ
よ
う
な
雰
囲
気
が
弱
い

の
で
問
題
意
識
を
も
っ
て
考
え
て

い
く
。

長
く
な
っ
て
い
る
。
長
期
間
の
見

守
り
は
遺
族
に
と
っ
て
大
変
な

苦
労
だ
。
遠
方
や
仕
事
を
休
ん

で
の
お
勤
め
は
な
お
さ
ら
だ
。葬

儀
を
終
え
て
か
ら
も
、相
続
を
は

じ
め
様
々
な
手
続
き
に
相
当
日

数
を
要
す
る
。

　
家
族
葬
が
増
え
つ
つ
あ
る
と

実
感
し
て
い
る
が
、
火
葬
場
に

お
い
て
通
夜
・
葬
儀
が
で
き
る
よ

う
、
火
葬
場
の
運
営
方
針
を
見

直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
都
市
部
に
比
べ
割
と
早
い
時
期

に
葬
儀・火
葬
が
で
き
て
い
る
。
通

夜
は
で
き
な
い
が
、
実
質
的
な
簡

素
な
葬
儀
は
そ
こ
で
行
い
、使
って

い
た
だ
い
て
い
る
。

　
読
書
は
学
習
能
力
に
大
き
く

影
響
す
る
と
さ
れ
、子
ど
も
の
頃

の
読
書
量
が
多
い
人
は
、
意
識
・

非
認
知
能
力
や
認
知
機
能
が
高

い
傾
向
が
あ
る
よ
う
だ
。
全
国

学
力・学
習
状
況
調
査
に
よ
る
と

小・中
学
校
と
も
に
家
庭
の
蔵
書

数
が
多
い
児
童・生
徒
ほ
ど
平
均

正
答
率
が
高
い
傾
向
に
あ
る
。

　
国
は
学
校
図
書
館
の
利
活
用

は
大
変
有
効
だ
と
し
、
図
書
の

充
実
を
含
め
て
環
境
整
備
を
計

画
的
に
行
い
学
習
活
動
に
お
け

る
学
校
図
書
館
の
積
極
的
活
用

を
求
め
て
い
る
。学
校
図
書
室
に

は
日
焼
け
等
で
タ
イ
ト
ル
さ
え

読
む
に
耐
え
難
い
古
い
本
や
、情

報
更
新
さ
れ
て
い
な
い
本
が
多

く
残
っ
て
い
る
。
市
内
の
学
校
図

書
室
の
現
状
は
ど
う
な
の
か
。

　
全
校
に
学
校
司
書
を
配
置
し
、

運
用
や
蔵
書
管
理
を
行
っ
て
い

る
。
図
書
廃
棄
基
準
に
沿
って
廃

棄
と
更
新
を
行
って
い
る
。

　
市
内
で
は
昨
年
度
797
人
の
方

が
な
く
な
ら
れ
て
い
る
。５
年
間

平
均
で
806
人
。
今
後
も
増
え
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
ご
遺
族
は
、
悲
し
み
に
浸
る

間
も
な
く
ご
遺
体
の
搬
送
や
葬

儀
式
場
の
手
配
と
打
合
せ
、
ご

親
族
へ
の
連
絡
、地
域
と
の
打
合

せ
な
ど
、
大
変
な
心
労
を
伴
う
。

死
亡
か
ら
火
葬
ま
で
の
平
均
日

数
は
４
日
に
な
っ
て
い
る
が
、
多

い
時
期
に
は
１
週
間
、10
日
待
ち

も
。
火
葬
場
は
空
い
て
い
て
も
、

葬
儀
場
の
混
み
具
合
で
期
間
が

　
真
庭
市
の
人
口
は
益
々
減
少

し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
年

齢
別
の
縦
割
り
の
集
い
の
場
づ
く

り
で
は
な
く
、
障
が
い
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
、
多
世
代
が
緩
や
か

に
つ
な
が
る
場
所
づ
く
り
を
政
策

的
な
課
題
と
し
て
進
め
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
、
①
市
長
の
見

解
。
②
地
域
へ
の
支
援
や
集
い
の

場
の
高
熱
水
道
費
の
扱
い
。
③
さ

真庭火葬場　三阪

富山型の共生デイサービス施設「このゆびとーまれ」　富山市

火
葬
場
運
営
方
針
の
見

直
し
を

多
世
代
が
集
う
場
づ
く
り

答
太
田
市
長

答
金
谷
総
務
部
長

答
木
村
総
合
政
策
部
長

答
樋
口
健
康
福
祉
部
長

答
太
田
市
長

問 岩
本
壯
八

問 大
月
説
子

答
三
ツ
教
育
長

問

問

学
校
図
書
室
の
充
実
を

真
庭
市
人
材
育
成
基
本

方
針
を
策
定
す
る
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は
、
サ
ロ
ン
開
催
等
や
っ
て
い
る
。

現
状
把
握
は
非
常
に
デ
リ
ケ
ー
ト

な
問
題
で
継
続
的
支
援
を
行
い

社
会
参
加
に
繋
げ
て
い
く
。

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
見

込
ま
れ
る
中
、引
き
下
げ
た
の
は

ど
う
し
て
か
。
今
後
高
齢
者
が

健
康
に
過
ご
す
た
め
の
支
援
に

つ
い
て
伺
う
。

　

高
齢
者
人
口
の
８
％
以
上
が

集
い
の
場
に
参
加
し
、
介
護
予
防

に
取
り
組
み
介
護
認
定
率
が
低

減
し
て
い
る
。
集
い
の
場
を
98
団

体
か
ら
120
を
目
標
に
介
護
予
防

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
塩
分
補
給
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

自
分
で
管
理
し
自
己
管
理
す

る
力
を
育
成
す
る
。

に
よ
る
と
、
改
善
し
た
か
の
問
い

に
居
場
所
が
見
つ
か
っ
た
が
一
番

多
く
な
っ
て
い
る
。
真
庭
市
の
現

状
は
ど
う
か
。
本
人
や
家
族
の
現

状
を
ど
れ
だ
け
把
握
し
、
ど
の
よ

う
な
支
援
が
求
め
ら
れ
、
今
後
の

支
援
は
ど
う
す
べ
き
か
。　
　

　

何
型
と
割
り
切
れ
る
問
題
で

は
な
い
。
専
門
的
支
援
機
関
と

連
携
し
、
継
続
的
な
寄
り
添
っ

た
支
援
を
行
って
い
る
。
関
係
部

内
の
取
り
組
み
は
、
落
合
人
権
・

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
の
ひ
き
こ
も
り

相
談
、
居
場
所
づ
く
り
も
そ
こ
で

行
って
い
る
。

　
ひ
き
こ
も
り
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
活
動
に
つ
い
て
、
落
合
人
権・

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
相
談
か
ら
問
題

解
決
や
課
題
を
支
援
者
と
連
携

し
、
行
って
い
る
。
居
場
所
確
保

　
②
行
政
か
ら
の
支
援
は
、
地
域

づ
く
り
補
助
金
、
真
庭
を
元
気
に

す
る
活
動
応
援
補
助
金
、今
年
度

か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
資
金
の
支
援

を
実
施
し
て
い
る
。
地
域
で
行
う

場
合
の
水
道
光
熱
費
は
、現
状
を

把
握
し
て
対
処
を
検
討
す
る
。

　

③
受
け
皿
と
し
て
や
っ
て
い
く

こ
と
に
な
れ
ば
行
政
支
援
を
議

論
し
て
い
き
た
い
。

　
現
在
の
基
本
方
針
は
、平
成
19

年
４
月
に
作
成
し
て
い
る
が
、
そ

の
後
に
組
織
機
構
の
見
直
し
等
、

組
織
体
制
が
変
化
し
て
い
る
。
基

本
方
針
の
見
直
し
を
、
い
つ
ま
で

に
、
誰
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
行

う
の
か
見
解
を
伺
う
。

　
昨
年
度
、
職
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
取
っ
た
。関
係
職
員
への
ヒ
ア
リ

ン
グ
等
も
行
っ
て
い
る
。
職
員
の

意
見
を
参
考
に
し
て
、
早
稲
田
大

学
マ
ニュフ
ェス
ト
研
究
所
の
意
見

も
聞
き
今
年
度
中
に
策
定
し
た

い
。

　
真
庭
か
ら
高
校
を
な
く
す
こ
と

を
し
た
く
な
い
。い
ろ
ん
な
場
で
意

見
交
換
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

真
庭
高
校
が
直
ち
に
募
集
停

止
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

生
徒
の
多
様
な
進
路
の
選
択
の

道
を
尊
重
し
、
県
に
対
し
て
小
規

模
学
校
の
可
能
性
や
大
切
さ
を

訴
え
て
い
く
。
高
校
生
が
、
こ
の

高
校
、こ
の
地
で
学
べて
よ
か
っ
た

と
思
え
る
よ
う
、
精
い
っ
ぱ
い
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
。

　
ひ
き
こ
も
り
は
生
産
年
齢
人

口
か
ら
推
測
す
る
と
真
庭
市
で

は
413
人
と
な
る
。
支
援
を
問
題
解

決
型
か
ら
寄
り
添
い
型
に
展
開

し
、
全
市
的
に
取
り
組
む
べ
き
と

考
え
る
が
、
関
係
部
内
に
お
い
て

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
い
る
か
。
ひ
き
こ
も
り
支
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ど
の
よ
う
な
活
動

が
さ
れ
て
い
る
の
か
。
実
態
調
査

　
災
害
時
、
行
政
が
担
う
べ
き

仕
事
は
多
い
。
能
登
で
復
興
が

遅
れ
、必
要
な
支
援
が
届
い
て
い

な
い
こ
と
は
大
問
題
。
小
さ
な

自
治
体
は
平
時
よ
り
人
材
不
足

で
、
必
要
な
支
援
を
自
治
体
単

独
で
届
け
る
こ
と
は
困
難
。
真

庭
市
な
ど
、
人
口
減
少
と
少
子

高
齢
化
が
進
む
自
治
体
は
、
力

を
合
わ
せ
支
援
体
制
の
連
携
と

構
築
を
図
り
、何
か
あ
っ
た
と
き

に
助
け
合
え
る
支
援
体
制
を
国

や
県
に
も
求
め
て
欲
し
い
。

　
防
災
教
育
は
学
校
内
の
学
び

だ
け
で
な
く
、社
会
教
育
の
活
性

一 般 質 問

落合人権・福祉センター　下方

支援が遅れている能登半島地震　輪島市

化
に
も
つ
な
が
る
。真
庭
市
の
取

組
み
状
況
と
課
題
は
。

　

自
主
防
災
組
織
の
力
量
を
上

げ
、
真
庭
市
そ
の
も
の
も
備
え

を
し
て
い
く
こ
と
が
一
番
大
事
。

何
を
自
治
体
と
し
て
は
す
べ
き
か

と
、冷
静
に
考
え
て
行
動
す
べ
き
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
市
民
に
呼

び
か
け
る
な
ら
、
支
援
す
る
。

　

地
域
学
校
協
働
活
動
な
ど
で
、

地
域
の
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り

が
、
防
災
を
考
え
る
上
で
本
当
に

大
事
だ
ろ
う
と
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
地
元
住
民
の
思
い
や
考
え
、子

ど
も
が
教
育
を
受
け
る
権
利
な

ど
の
意
見
交
換
を
行
い
、
県
に

届
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
真

庭
市
が
力
を
入
れ
て
い
る
小
規

模
校
は
多
く
の
方
々
の
協
力
で
、

子
ど
も
た
ち
の
学
び
に
良
い
も

の
と
な
っ
て
お
り
、
成
果
を
上
げ

て
い
る
と
実
感
し
て
い
る
。高
校

も
小
規
模
校
の
在
り
方
を
検
討

す
べ
き
。

助
け
合
え
る
支
援
体
制
を

ひ
き
こ
も
り
支
援

県
立
高
校
再
編
　

市
の
取
組
み
と
今
後
は

児
童
下
校
時
の
水
分
塩

分
補
給

介
護
保
険
料
の
引
き
下

げ
と
高
齢
者
支
援

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
三
ツ
教
育
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
三
ツ
教
育
長

答
三
ツ
教
育
長

問 黒
川
　愛

問 森
田
敏
久

問 問

問
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生
徒
数
が
減
り
、
教
師
の
数
が

減
り
、
学
校
の
あ
り
方
が
変
わ
っ

て
き
て
い
る
。
私「
文
化
部
の
選

択
肢
は
減
っ
て
い
ま
す
が
、
周
り

を
見
る
と
選
択
肢
は
増
え
て
い

ま
す
よ
ね
、例
え
ば
50
年
前
に
比

べ
て
市
民
講
座
、
公
民
館
活
動
、

老
人
大
学
、
文
化
活
動
が
活
発

で
す
よ
ね
」先
生「
選
択
肢
は
多

く
な
っ
て
い
る
が
、
は
た
し
て
生

徒
た
ち
の
選
択
肢
に
入
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
」。

　
中
学
校
の
部
活
動
は
令
和
８

年
度
か
ら
平
日
の
み
を
目
指
す

と
あ
っ
た
。当
初
か
ら
課
題
は
人

財
、
財
源
、
施
設
、
部
活
動
指

導
員
の
管
理
、
情
報
共
有
と
言

わ
れ
て
い
る
。ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。

　
学
校
の
体
育
、
ス
ポ
ー
ツ
か
ら

地
域
ス
ポ
ー
ツ
に
移
行
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
教
育
委
員
会
と
連
携

し
、検
討
会
議
を
立
ち
上
げ
試
行

錯
誤
を
し
て
い
る
段
階
。

　
部
活
動
指
導
員
は
、県
の
部
活

動
指
導
員
配
置
事
業
を
活
用
し

て
い
る
。
現
在
運
動
部
が
７
名
、

文
化
部
が
３
名
で
、令
和
８
年
度

の
財
源
と
必
要
人
数
の
見
込
み

　
今
年
の
Ａ
中
学
校
の
全
校
生

徒
は
89
人
で
、運
動
部
５
部
、文

化
部
1
部
で
す
。
50
数
年
前
の

統
合
時
に
は
、
全
校
生
徒
が
約

500
人
い
た
そ
う
だ
。
当
時
の
部

活
動
数
は
運
動
部
12
部
、
文
化

部
６
部
の
18
部
あ
っ
た
よ
う
だ
。

先
生
に
伺
う
と「
学
校
で
の
部
活

動
は
限
界
に
き
て
い
る
」確
か
に

　
真
庭
市
議
会
定
例
会
は
真
庭

い
き
い
き
テ
レ
ビ
﹁
Ⅿ
Ⅰ
Ｔ
﹂
の

サ
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
︵
１
２
２
︶
で

生
中
継
し
て
い
ま
す
。

　
一
般
質
問
や
各
常
任
委
員
会

付
託
案
件
審
査
は
、
録
画
し
て

後
日
放
送
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｇ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｉ　
Ｈ
Ｅ
Ａ

Ｄ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
、
真
庭
い
き
い
き

テ
レ
ビYouT

ube

チ
ャ
ン
ネ
ル

で
定
例
会
閉
会
２
週
間
後
か
ら

２
週
間
視
聴
で
き
ま
す
。Ｍ
Ｉ
Ｔ

の
ニュ
ー
ス
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

は
立
って
い
な
い
。
施
設
、部
活
動

指
導
員
の
管
理
は
、今
は
学
校
部

活
動
に
配
置
さ
れ
て
い
る
の
で
校

長
の
監
督
を
受
け
て
給
与
支
払

は
学
校
教
育
課
で
行
っ
て
い
る
。

情
報
共
有
に
つ
い
て
は
、
教
職
員

に
対
し
て
は
昨
年
度
末
ま
で
に
各

中
学
校
の
職
員
会
議
で
伝
え
て
い

る
。
保
護
者
へ
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
で

１
回
目
の
説
明
を
行
っ
た
。
今
後

も
生
徒
や
地
域
に
説
明
し
な
が

ら
丁
寧
に
進
め
て
い
く
。
こ
の
事

業
は
地
域
と
連
携
し
、
生
徒
に

と
っ
て
望
ま
し
い
活
動
環
境
の
構

築
及
び
教
員
の
働
き
方
改
革
の

実
現
を
目
的
に
し
て
い
る
。

部
活
動
の
地
域
移
行
に

つ
い
て

一 般 質 問

Ａ中学校Ｔ部　北房中学校提供

け
ま
す
。
議
場
う
し
ろ
に
30
席
用

意
し
て
い
ま
す
。

　
真
庭
市
議
会
定
例
会
は
、真
庭

い
き
い
き
テ
レ
ビ
﹁
Ｍ
Ｉ
Ｔ
﹂
の
サ

ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル︵
122
︶で
生
中
継
し

て
い
ま
す
。
一
般
質
問
や
各
常
任

委
員
会
付
託
案
件
審
査
は
録
画

し
後
日
放
送
し
て
い
ま
す
。

議
会
を
傍
聴
に
行
こ
う

傍
聴
席
は
市
民
席

入
い
た
だ
け
れ
ば
、
簡
単
に
傍
聴

席
へ
お
入
り
い
た
だ
け
ま
す
。

　
傍
聴
席
は
、
30
席
用
意
し
て
い

ま
す
。

　
本
会
議
の
様
子
は
、
真
庭
い
き

い
き
テ
レ
ビ
で
生
中
継
さ
れ
て
い

ま
す
。
議
員
の
発
言
の
際
、
傍
聴

席
が
生
中
継
に
映
り
込
む
場
合
が

あ
り
ま
す
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
真
庭
市
議
会
の
本
会
議
・
常
任

委
員
会
を
間
近
で
傍
聴
し
て
み
ま

せ
ん
か
。議
会
広
報
の
紙
面
で
は
、

お
伝
え
で
き
て
な
い
議
員
の
生
の

活
動
が
伝
わって
き
ま
す
。

　
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
議

会
開
催
中
に
市
役
所
４
階
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
議
場
の
入
り
口

で
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
を
ご
記

　議場カメラ（左）とテレビ画面

答
太
田
市
長

答
三
ツ
教
育
長

問 伊
藤
義
則

Ｍ
Ｉ
Ｔ
を
ご
視
聴
く
だ
さ
い

傍聴席　モデルは議会事務局職員
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人
口
減
少
や
空
き
家
の
増
加
と
い
う
課

題
を
調
査
研
究
す
る
た
め
先
進
地
の
竹
田

す
が
、
勉
強
を
重
ね
た
事

に
は
価
値
を
感
じ
て
お
り

ま
す
。
い
じ
め
問
題
も
相

談
窓
口
も
大
切
な
テ
ー
マ

で
す
の
で
、
次
の
文
教
委

員
に
託
し
ま
す
。

◀
政
策
討
論
会

ドローンを使ったスマート農業　鹿田

中和おためし住宅　蒜山下和

　
７
月
３
日
、
政
策
討
論
会
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
こ
で
発
表
し
た
内
容
を
加
藤
総
務

委
員
長
と
柴
田
産
業
建
設
委
員
長
に
290
字

で
書
い
て
頂
き
ま
し
た
。
７
月
29
日
再
度

討
論
会
を
行
い
23
人
全
員
の
賛
同
を
得
た

ら
、
全
員
協
議
会
で
文
章
確
認
を
し
、
小

田
議
長
か
ら
太
田
市
長
へ
政
策
提
言
書
を

提
出
す
る
運
び
と
な
り
ま
す
。
提
出
し
た

場
合
は
次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
文
教
厚
生
委
員
会
は
政
策
提
言
案
の
提

出
を
見
送
り
ま
し
た
。い
じ
め
の
状
況
を
中

学
校
長
会
と
懇
談
、
羽
島
市
と
掛
川
市
を

視
察
し
真
庭
市
と
比
較
し
ま
し
た
が
、い
じ

め
防
止
条
例
制
定
ま
で
至
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
次
に
市
役
所
の
相
談

窓
口
の
在
り
方
を
何
度
も

調
査
研
究
し
ま
し
た
が
、

全
員
一
致
と
は
な
ら
ず
採

決
の
結
果
、
今
回
は
案
を

提
出
し
な
い
と
決
定
し
ま

し
た
。申
し
訳
な
い
結
果
で

７７月月３３日日

政
策
討
論
会
総
務産

建
産
建
文教なし

真
庭
の
農
業
の

存
続
と
振
興
に
向
け
て

総
務

真
庭
市
に
お
い
て
も
農
業
生
産
者
の
高

齢
化
や
担
い
手
不
足
は
深
刻
の
度
を
増
し

て
お
り
、
さ
ら
に
農
地
等
の
荒
廃
も
強
く
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で
真
庭
の
農
業
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限
活

用
し
た
農
業
の
存
続
と
振
興
を
は
か
る
に

は
農
業
者
に
対
す
る
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
、
農

業
の
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
、
そ
し
て

農
業
が
魅
力
あ
る
と
感
じ
ら
れ
選
ば
れ
る

職
業
と
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
他
の
地
域
に
先
駆
け
た
モ
デ
ル
地

域
と
な
る
為
に
は
農
業
運
営
の
総
合
サ
ポ

ー
ト
機
能
を
持
っ
た
組
織
体
制
及
び
実
効

性
の
あ
る
仕
組
み
の
構
築
推
進
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
、
こ
の
度
の
政
策
提
言
と
し
て

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

   

市
を
視
察
し
ま
し
た
。そ
し
て
生
の
声
を
聞

く
た
め
移
住
者
と
移
住
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
も
同
席
し
て
も
ら
い
意
見
交
換
を
行

い
、
移
住
希
望
者
に
真
庭
を
選
ん
で
も
ら
う

政
策
を
４
項
目
提
言
し
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
は
、
移
住
者
への
支
援
強
化
に
む

け
て
で
、
移
住
者
が
１
番
に
決
め
る
住
宅
に

つ
い
て
は
、
お
試
し
住
宅
の
活
用
や
定
住
促

進
住
宅
の
建
設
、
ま
た
子
育
て
世
帯
の
住

宅
支
援
、
市
に
よ
る
空
き
家
バ
ン
ク
の
管
理

を
提
案
す
る
。
住
宅
と
セ
ッ
ト
で
決
め
た
い

仕
事
の
支
援
、
何
で
も
相
談
で
き
る
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
窓
口
の
設
置
、
移
住
者
と
地
域
を
結

ぶ
﹁
移
住
案
内
人
﹂
の
設
置
な
ど
、
委
員

全
員
が
意
見
を
出
し
合
い
、
ま
と
め
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

中和おためし住宅　蒜山下和

総
務
常
任
委
員
会
　
副
委
員
長
　
西
田
文
子

産
業
建
設
常
任
委
員
会
　
委
員
長
　
柴
田
正
志

広
報・文
教
委
員
　
氏
平
篤
正

移
住
者
へ
の

支
援
強
化
に
向
け
て
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議会活性化特別委員会の中間報告
　昨年議会活性化特別委員会を設置し、この一年間
における調査・研究を三部会より中間報告を行い、議
会改革に関する検討や様々な取組が進められるよう
になりました。議会改革は私たち議員にとって永遠の
課題であり、これを不断に取り組んでいくことは議員
の使命であると考えています。真庭市議会がしっかり
とその役割を果たしていくために、中間報告を基に、
改革・改善の意識を持って、日々 精進してまいります。

議会活性化推進特別委員会　委員長　妹尾智之

　議会活性化策の推進に関して９項目について検証
を行いました。政策形成サイクルが２年毎となり、単年
では評価シートの細目と整合性がとりにくい項目があ
り、議会政策アドバイザーや他議会との交流など必
要性を確認しなおすべき検証内容もありました。
　議会基本条例アンケートでは、過去５年間で最も低
い評価点となり、アンケートの評価は、真摯に受け止
め更なる議会改革へつなげることが議会活性化の本
質と考えます。

　議会活性化推進検証部会　部長　森脇正和
議会活性化策の推進９項目

　６月定例会から、試験的に一般質問の録画配信が
始まりました。ホームページには議会用語集を掲載し、
議会Ｆａｃｅｂｏｏｋも頻繁に更新しています。どうぞご覧
ください。また、来年度には、市民や学生の皆さんとの
意見交換でもＩＣＴを活用できるよう、勉強や協議を重
ねています。市民の皆さんに、議会を身近に感じてもら
えるよう、部会メンバー６人でＩＣＴ・オンライン活用に
取り組んでまいります。ご意見等お聞かせください。

議会活性化推進ＩＣＴ部会　部長　黒川愛

ＩＣＴで議会を、身近に感じる改革・改善の意識を持って

　議会活性化推進立案部会では、政策立案、市民参
画、情報発信の三つの柱を基に14の施策を掲げ、議
会を市民の皆様から見て、より見える議会となるよう
審議をしてきています。政策立案に向けた環境整備や
各種団体との意見交換、市民と語る会の在り方、議会
ホームページ、SNS、真庭いきいきテレビ、議会広報
紙等の広報媒体を活用した情報発信などについて中
間報告をまとめ、６月３日議会活性化推進特別委員会

（議長を除く22名の議員で構成）に報告しました。

　議会活性化推進立案部会　部長　庄司史郎
より見える議会となるために

日 時
場 所
講 師 名

真庭市議会講演会開催
入場
無料

令和6年10月12日（土）午後1時30分開演
勝山文化センター　ポンテホール
河合　敦 氏（歴史作家　多摩大学客員教授　早稲田大学非常勤講師）
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　６月２０日産業建設委員７名で中和、八束、川上、美
甘地区の産業建設委員会所管の指定管理施設１０か
所を視察しました。昨年５月の７か所、今年１月の８か
所に続き３回目の視察で所管全25か所の視察を終了
しました。道の駅蒜山蒜山高原ではこの夏オープン予
定のジャージー牛乳で練ったパン等ぱん食べ放題の
お店の説明を受け、クリエイト菅谷では金土曜日限定
ですがリゾートセンターハウス内にカフェが新設され
た等説明を受けました。

　総務常任委員会が移住者との意見交換会を３～４
名の小班で、３班に分け、５月13日（月）から５月24日

（金）の期間で３回開催しました。北房では伴走支援
組織等の役割分担が必要、中和では空き家調査が重
要です。美甘では移住で大きな問題は仕事がないこ
と等の意見が出ました。

ふるさとふれあい特産館で説明を受ける　蒜山下長田

　5月31日に文教厚生常任委員会が民間認定こど
も園星のこども園の現地調査を行い、職員との意見
交換を行いました。園運営や各クラスの園児たちの様
子、給食ルーム等の施設を視察しました。保育理念及
び保育方針、非認知能力の育成、専門家との連携及
び専門資格制度、ＩＣＴの導入について等委員から事
前質問を出していた内容について園長から丁寧な回
答がありました。ＩＣＴの活用など職員が一丸となって
取り組んでいる事がよく分かりました。園児たちの明る
く元気に楽しそうな様子も印象的でした。

GIKAI  NO  UGOKI

き動
５月 ６月編

議 会

産業建設常任委員会が
指定管理施設25か所視察

の

文教厚生常任委員会が
星のこども園を現地視察

総務常任委員会が
北房・中和・美甘の３か所で
移住者と意見交換会

移住者との意見交換会　北房振興局

園児の給食ルーム（はらぺこキッチン）で説明を受ける　久世
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①ひまわり②市役所③醍醐桜④河川敷
⑤タペストリー⑥法被⑦砂湯⑧特産品
⑨コスモス⑩町並み

真庭市内9カ所で募金活動真庭市内9カ所で募金活動 ①①

②②

⑤⑤⑥⑥

⑦⑦

⑨⑨⑩⑩

真

うそ
ら

ず
っ

DE

DE

ず
っ

市長諸報告から住み続ける 移住して来る 真庭づくり

18

④④

３

⑧⑧
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電柱に雨蛙と　D.K.

みごとに咲きました　T.S. 暑中見舞　髙木はるこ

◀金魚とゆず　あづ

◀
鼓
橋
　
彩
彩

初夏の蒜山三座　醤油屋の弟子

◀
う
り
ぼ
う
　
タ
ロ
ウ

◀
下
蒜
山
登
山
道
　
雲
居
平
は
気
持
ち
い
い

募
集

絵画、イラスト、書、写真などを募集して
います。住所、氏名、電話番号を書いてく
ださい。ペンネームを希望される場合も
連絡先と氏名が書いてあることが必要
です。
応募先▶ 真庭市議会
宛先:20ページの帯欄に記載してい
ます。

●姫新線は大切な路線です。存続できますよう
に、願っております。　　　　　　 宮本裕子

●猟師をしています。有害駆除でカワウを駆除して、漁
協で駆除代を支払ってもらいますが、予算が少なく、すぐ
終了となります。カワウが増えていますが、落合は市の駆
除代が1,000円でますが、増額を希望します。柴田　誠

声

▶
散
策
し
て
み
て
は
　
カ
タ
ク
リ

MANIWA

ここは市民みんなでつくるページです

8/ 8

8/14

8/15

8/24

はんざき祭り

久世リバーサイド
フェスティバル

ひるぜん花火大会

ひるぜん夏恋まつり

SHIMIN
NO

HIROBA

市民市民
広場広場

の

議会広報
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第30回真庭退職・現職教職員総合作品展より
ヤマセミ　楢本眞久

本
会
議︵
開
会・議
案
上
程
、提
案
説
明
︶

本
会
議︵
一
般
質
問
︶

本
会
議︵
一
般
質
問
︶

本
会
議︵
一
般
質
問・議
案
質
疑
︶

　
　
　
　
　
　
　
　

常
任
委
員
会

　
　
　
　
決
算
審
査
特
別
委
員
会

予
算
審
査
特
別
委
員
会

本
会
議︵
委
員
長
報
告・採
決・閉
会
︶

12
月
定
例
会
の
請
願
と
陳
情
の
受
付
は
10

月
31
日
︵
木
︶
ま
で
で
す
。
様
式
な
ど
の
問
い

合
わ
せ
は
議
会
事
務
局
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

土
日
祝
日
等
の
市
役
所
の
閉
庁
日
は
除
き

ま
す
。
市
政
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
や
要
望
が

あ
る
と
き
は
、
誰
で
も
請
願
や
陳
情
を
議
会
に

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
請
願
は
、
議
員

の
紹
介
を
必
要
と
す
る
の
に
対
し
、
陳
情
の
場

合
は
議
員
の
紹
介
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
隣
県
Ａ
市
の
話
。
議
会
の
議
事
録
に
無
い
虚
偽
の
記

載
が
あ
る
な
ど
と
、
市
長
が
議
会
だ
よ
り
発
行
費
を
当

初
予
算
に
計
上
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
議
会
側
が
発
行

費
199
万
円
の
増
額
修
正
案
を
提
案
し
て
可
決
。
市
長
が

予
算
提
出
権
限
の
侵
害
だ
と
再
議
を
求
め
た
が
、
議
会

は
再
び
否
決
し
た
。
市
長
は
県
知
事
に
発
案
権
の
侵
害

だ
と
審
査
を
申
し
立
て
た
。
ど
う
な
る
︙
。
▼
真
庭
市

は
、
質
問
議
員
に
議
事
録
を
渡
し
67
行
以
内
に
ま
と
め

て
も
ら
う
、
議
事
録
に
市
長
答
弁
は
青
、
教
育
長
部
長

は
緑
、
議
員
発
言
は
黄
の
蛍
光
ペ
ン
を
塗
り
提
出
。
６
人
の

広
報
委
員
が
半
日
か
け
て
チ
ェッ
ク
す
る
。
▼
１
ペ
ー
ジ
に
２

人
掲
載
と
決
め
て
お
り
、
行
数
を
減
ら
す
と
写
真
が
大
き

く
な
る
デ
ザ
イ
ン
。
写
真
は
１
人
１
点
で
加
工
不
可
。
見
出

し
は
16
字
以
内
、
つ
い
て
・
？
・
！
は
使
わ
な
い
、
で
あ
る

体
で
等
々
。
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
決
ま
り

事
が
あ
る
。
▼
カ
ラ
ー
に
し
た
と
き
﹁
議
会
広

報
紙
ま
に
わ
﹂
と
名
称
を
変
更
。
日
本
広
報
協
会
Ｗ
常
務

に
３
年
指
導
を
受
け
今
の
形
を
完
成
さ
せ
た
。
主
な
議
案
、

予
算
、
Ｑ
＆
Ａ
、
議
会
の
動
き
、
市
民
の
広
場
、
ク
イ
ズ
、

お
も
し
ろ
話
が
あ
る
。
レ
イ
ア
ウ
ト
用
紙
は
縦
４
段
、
縦
５

段
、
横
22
字
の
３
種
類
、
色
指
定
も
有
り
。
▼
広
報
は
信

頼
関
係
い
い
関
係
を
築
く
と
い
う
意
味
で
、
そ
う
心
掛
け
て

編
集
し
て
い
る
。ペ
ー
ジ
制
限
も
あ
り﹁
市
長
答
弁
を
追
跡
﹂

﹁
私
服
の
議
員
﹂、
出
来
て
な
い
企
画
が
あ
る
。

1010
月月
3131
日
㈭
日
㈭
ま
で
ま
で

1212
月
定
例
会
の

月
定
例
会
の
請
願・陳
情
は

　
　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

３
日

６
日

9
日

10
日

11
日

18
日

20
日

26
日

9
月

︵
火
︶

︵
金
︶

︵
月
︶

︵
火
︶

︵
水
︶

︵
水
︶

︵
金
︶

︵
木
︶

■
会
議
は
通
常
午
前
９
時
30
分
に
開
会
し
ま
す
。

■
正
式
に
は
８
月
26
日︵
月
︶の
議
会
運
営
委
員
会
で

　
決
定
し
ま
す
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99
月月
３３
日
㈫
か
ら

日
㈫
か
ら
99
月月
2626
日
㈭
日
㈭

月
定
例
会

月
定
例
会
はは

９

HPをご覧ください

真庭市議会HP 真庭市議会FB

解
者
の
中
か
ら
８
人
に
﹁
ゆ
ば
ら

の
か
す
て
ら
﹂が
当
た
り
ま
す
。
は

が
き
に
答
え
と
あ
な
た
の
住
所
・
氏
名
を
本

ペ
ー
ジ
左
欄
に
記
載
し
て
い
る
真
庭
市
議

会
ま
で

お
送
り

く
だ
さ

い
。

当
選
者

の
発
表

は
商
品

の
発
送

を
も
って
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
締

切
:
８
月
30
日
︵
金
︶
消
印
有
効
。

　
前
号
の
応
募
総
数
は
48
通
で
、
正
解
者

は
48
人
で
し
た
。ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

正

真庭の中学生が市内
高校へ進学する率

％○○

︵
氏
平
︶

■証明写真を使った詐欺事件が
全国で続き、真庭市議会は斜め
顔写真に変更しました。下６人
は遊んでいますが、ホームペー
ジの議員23人は正装の真面目
顔ですのでご覧ください。皆さ
んも詐欺には注意しましょう。

加藤大悟

◎淺野和昭

森田敏久

氏平篤正

西田文子

○森脇正和

隣
県
Ａ
市
の
話
。
議
会
の
議
事
録
に
無
い
虚
偽
の
記

Ｍ
市
の
話

A市の話、議事録に無い

12
日︵
木
︶13
日︵
金
︶

19
日︵
木
︶
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